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立
春
が
過
ぎ

て
も
ま
だ
ま
だ
寒
さ
厳
し

い
毎

日
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様

に
は

ご
壮
徒

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
ャ

し
上

げ
ま
す
。

日
項
は
、
県
協
会
事
業

に
暖
か

い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
有
り
難
く
お
札
申

し
上
げ
ま
ｔ

お
陰
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
会
員

ニ
ー
ズ
や
社
会

構
造

の
変
化
に
対
応
し

つ
つ
事
業

は
順
調
に
進

及
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
埼

玉
県
Ｇ

・
Ｇ
協
会

に
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す

の
は
え
な
る
進
化
を
逐
げ
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、

そ
れ
に
は
、
当
面
す
る
課
題
を
共

有

し
逮
え

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
　
会
員

の
普

及
振
興
集

現
在

６５
オ

以
上
人
口
が
２３

・
■
％
と
言
わ
薇

て
い
る
高
給
社
会

に
あ

っ
て
協
会
会
員
数
は
停

滞
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
原
因
は
何

か
を
考
え
た
場
合
全
国
的
な
デ
ー
タ
に
よ
薇
ば
、

日
本
協
会
会
員
数

■９
万
人
に
対
し
て
、
Ｇ

・
Ｇ

の
愛
好
者
数
３
百
万
人

（準
定
）
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
は
本
県

で
も
同
様

に
考
え
ら

れ
て
お
り
ま
ｔ

そ
こ
で
、
今

「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
る
愛

好
者
を
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
に
す
る
」
を
各
加
盟
団

体
が
真
剣
に
撃
り
紅
ん
で
頂
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。勿

論
、
協
会
紅
裁
全
体
と
し
て
ア
イ
デ

ィ
ア

に
満
ち
た
大
会
運
営

（例
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞

に
次
ぐ
特

別
賞

の
設
定
を
日
本
協
会

に
要
望
）

等
魅
力
あ
る
協
会
事
業
を
強
力
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
県
は
子
咸

″
年

（国
体

公
開
競
技
種
日
認
定
）
ま

で
に
会
員
数
２
万
人

を
目
標
と
し
再
び
日
本

一
の
座
を
堅
持
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

２
　
地
域
社
会
、
行
政
と
の
関
係

Ｇ

ｏ
Ｇ
は
、
「
未
し
さ
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ

ン
、
健
康
」
を
限
り
な
く
追
及
し
て
お
り
ま
す

が
、
え

に
協
会
紅
織
は

「
社
会
貢
献
、

行
政
協

力
」
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り

一
層
社

会
的
評
価
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
ま
ｔ

こ
の
こ
と
に
よ
り
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
の

位
置
付
け
、
行
政
が
管

理
す
る
施
設

の
優
先
利

用
等
、
Ｇ

・
Ｇ

の
環
境
整
備

に
夫

い
に
役
立
ち

ま
す
。

こ
の
点
、

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
は
見
ら
薇
な

い
ハ
ッ
キ
リ
し
た
逹

い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

３
　
特
長
あ
る
大
会

の
実
施

開
催
地

の
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
ア
イ
デ

ィ
ア

に
富

ん
だ
大
会

に
は
大
変
な
人
気
が
集
ま
り
ま

す
。
先
般
、
大
会

日
程
が
重
な
る
事
態
が
生
じ
ま

し
た
が
日
程
が
迫

っ
て

い
ま
し
た
の
で
調
整
は

出
来
ず
、
そ
の
ま
ま
参
加
希
望
を
募

っ
た
と
こ
ろ
、

大
幅
に
増
、
減
が
別
薇
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

最
二
、
加
盟
団
体

の
主
催
す
る
大
会
は
、
地

域
色
豊

か

で
特

長
を
生
か
し
た
も

の
が
多

く

Ｇ

・
Ｇ

の
楽
し
さ
に
付
加
価
値
を
加
え
、
参
か

者

に
強
く
印
象
付
け
る
も

の
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。
県
協
会
は
今
後
共
、
大
会
を
は
じ
め
事
業

の
マ
ン
ネ
リ
化
防
止
に
取
り
紅
ん
で
ま

い
り
ま

す
。

¨
第
２
回
埼
玉
県
Ｇ
・
Ｇ
選
手
権
大
会
　
　
　
¨

　̈
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
市
Ｇ

。
Ｇ
協
会
　
芹
澤
　
延
夫

¨

１１
月
器
日
埼
玉
県
Ｇ
・
Ｇ
協
会
の
第
２
回
選
手
権
大
会
が
、
熊

谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
内
の
陸
上
競
技
場

。
補
助
競
技
場

。
専
用

コ
ー
ト
の
３
コ
ー
ト

（各
１６
ホ
‐
ル
）
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。
昨
年
は
参
加
資
格
が
あ
っ
た
が
、
地
区
の
Ｇ
・
Ｇ
交
流
会
が

あ
り
参
加
出
来
ず
残
念
で
し
た
。

全
国
大
会
や
県
協
会
主
催
の
大
会
で
入
賞
さ
れ
た
、
素
晴
ら
し

い
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
達
の
集
ま
る
大
会
な
の
で
、
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
に
負
け
ず
に
プ
レ
ー
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
同

伴
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
知
っ
て
い
る
方
が
い
た
の
で
気
楽
に
プ
レ
ー
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

お
陰
で
楽
し
く
プ
レ
ー
が
出
来
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
４
本
も

入
り
、
個
人
戦
で
優
勝
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
県
秋
季

大
会
や
役
員
大
会
に
入
賞
す
る
な
ど
、
幸
運
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

団
体
戦
で
も
熊
谷
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
ぃ
ま
す
。
２５
年
度
の
全
国
大
会
出
場

も
与
え
ら
れ
、
更
に
練
習
を
重
ね
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
身

体
に
気
を
付
け
て
、
大
勢
の
仲
間
と
Ｇ
・

Ｇ
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

井

谷

松

角

魅
力
あ
る
協
会
づ
く
り

埼玉県G・ G協会

会長 鈴 木 敏 男

ダイヤモンド賞
森田 秀男(草加市)
古野 敦子(本庄市)

邦雄 (伊奈町)

吉美 (深谷市 )

成績表

順 位 氏  名 スコア 市町名

優 勝 芹 澤 延 夫 98 熊谷市
準優勝 山 田  誠 00 深谷市
第 3位 加 藤 信 昭 02 加須市
第 4位 関 谷 民 司 02 入間市
第 5位 森 田 秀 男 03 草加市
第 6位 小林八重子 04 越谷市
第 7位 小河原一郎 05 行田市
第8位 薗 藤 嘉 治 05 川越市
第 9位 大 川 洋 子 05 幸手市
第 10位 間 下 房 男 05 加須市

団体戦

順 位 市町名 スコア

優 勝 熊谷市 672
準優勝 川越市 692
第 3位 越谷市 703
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草
加
市
Ｇ
・Ｇ
協
会

小
幡
　
″即
子

県
大
会
に
久
し
ぶ
り
に
主
人
と

一
緒
に
参
加
出
来
ま
し
た
。
天
気

も
良
く
Ｇ

・
Ｇ
日
和
。
今
日
の
試

合
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
４
本
位
で

優
勝
か
し
ら
と
話
し
て
い
た
事
が

松
コ
ー
ト
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
４

本
、
打
数
６５
打
、
女
子
で
自
分
が

優
勝
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
と

言
わ
れ
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の

春
よ
り
２
度
目
の
優
勝
。
プ
レ
ー

オ
フ
は
、
松
、
竹
コ
ー
ト
男
女
４

名
で
決
ま
ら
ず
、
最
後
は
２
人
が

残
リ
ニ
ヤ
ピ
ン
３０
ｍ
で
、
私
が
先

に
打
ち
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
近
ず
け

れ
ば
と
思
い
打
ち
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
見
て
い
る
前
で
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自

分
で
も
ビ
ッ
ク
リ
本
当
に
総
合
優

勝
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
ま

で
で

一
番

の
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
で

し
た
。
そ
れ
も
皆
様
の
応
援
の
お
陰
だ

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
４
月
に
１９
才
で
亡
く
な

っ

た
孫
娘
の
分
ま
で
元
気
と
笑
顔
で

楽
し
く
Ｇ

・
Ｇ
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９
月
２６
～
２７
日
の
２
日
間
、
関

東
地
区
栃
木
大
会
が
矢
板
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
プ
レ
ー

は
初
日
２
ラ
ウ
ン
ド
、
２
日
目
２

ラ
ウ
ン
ド
の
３２
ホ
‐
ル
ズ
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

夜
の
懇
親
会
で
は
埼
玉
県
か
ら
参

加
し
た
３
６
８
名
の
方
々
と
親
睦

と
交
流
を
深
め
２
日
目
の
エ
ネ
ル

う

れ
し

い
結
果

上
尾
市
Ｇ

。
Ｇ
連
盟

丼
田
　
淑
江

Ｇ
・
Ｇ
を
は
じ
め
て
１０
年
あ
ま
り
、

少
し
ず
つ
ボ
ー
ル
の
打
ち
方
、
コ
ー

ス
の
見
方
な
ど
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
来
ま
し
た
。

県
レ
デ
ィ
ス
大
会
は
各
市
町
村
の

代
表
が
参
加
し
て
い
る
大
会
、
出
場

す
る
こ
と
の
出
来
た
こ
と
だ
け
で
も

嬉
し
く
、
楽
し
み
た
い
と
参
加
し
ま

し
た
。

ギ
ー
と
し
ま
し
た
。
私
は
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ
レ
ー
を
し
ま
し

た
。
初
日
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
２

本
打
数
３０
、
２
日
目
は
１
本
で
打

数
３３
合
計
６３
打
で
し
た
。
成
績
発

表
で
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

一
番

初
め
に
呼
ば
れ
非
常
に
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
多
目
的
で

プ
レ
ー
を
し
た
川
越
市

の
女
性

台
風
１７
号
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
、
当
日
は
暑
い
位
で
風
の
影
響
も

な
く
プ
レ
ー
が
出
来
た
こ
と
、
加
須

の
役
員
の
方
々
の
気
配
り
も
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
指
定
で
な
い
ホ
ー
ル

で
１
打
で
入
る
と
キ
ャ
ン
デ
イ
ー
が

い
た
だ
け
、
チ
ー
ム
の
人
数
分
入
っ

て
い
て
皆
さ
ん
に
分
け
て
あ
げ
ら
れ
、

プ
レ
ー
中
に
嬉
し
さ
の
お
す
そ
分
け

が
出
来
た
の
で
す
。

終
わ
っ
て
み
た
ら
優
勝
と
い
う
嬉

し
い
結
果
。
副
賞
の
ａ
ｋｇ
の
新
米
を

車
ま
で
運
ん
で
下
さ
っ
た
男
性
役
員

が
１
位
小
峰
照
子
さ
ん
、
３
位
石

井
智
恵
子
さ
ん
が
入
賞
し
川
越
市

を
ア
ピ
ー
ル
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

尚
他
の
陸
上
競
技
場
、
サ
ッ
カ
ー

場
で
も
埼
玉
県
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

全
体
で
１８
名
の
方
々
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
埼
玉
県
有
り
と

大
い
に
宣
伝
が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
出
場
さ
れ
た

選
手
の
今
後
の
活
躍
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

成 績 表

松コート〈男子の部〉

ダイヤモンド賞
大石富爾 (さいたま市)梅 澤―枝 (羽生市 )

成 績 表
(男子の部〉

〈女子の部〉

陸上競技場

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
時
間
の
ゆ
る
す
限
り

の
ん
び
り
と
Ｇ

・

Ｇ
を
楽
し
み
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

氏  名 スコア 市 町 村 名

優 勝 68 行 田 市

準 田 和 69 ‖越市

巨3 藤 戦 , 70 深 谷 市

巨4 島 田 敏 和 71 さいたま

弟 5 大 石 富 爾 72 さいたま

〈女子の部)

氏  名 スコア 市 町 村 名

優 勝 小 幡 節 子 65 草 加 市

準 優 勝 内山田美智子 69 草 加 市

第 3位 黒 川 啓 子 69 幸 手 市

第 4位 大 り‖ ,羊 子 71 幸 手 市

第 5位 島 村 ヨ シ 子 72 |1識市

一̈̈̈
い「り一

一
　

島

小

小

松

小

¨

第
６
回
埼
玉
県
レ
デ
ィ
ス
交
歓
加
須
大
会

平
成
２４
年
９
月
３０
日
　
加
須
市
民
運
動
公
園

サッカー場

順  位 氏   名 市町村 名

第 2位 熊谷市

第 4位 中 里  正 加 須市

第 8位 青 鹿 徳 治 幸手市

第 9位 今 泉 正 男 加 須市

多目的グラウンド

サツカー場

順  位 氏   名 市町村 名

第 2位 広 瀬 徳 子 加 須市

第 4位 鈴 木 和 子 草 加市

第 5位 藤 井 範 子 熊谷市

第 9位 塚 本 和 枝 本 庄市

第 10位 福 地 さ 江 子 本 庄市

さいたま市
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第
２５
回
ね
ん
り
ん
ビ
ツ
ク

平
成
２４
年
１０
月
１３
日
～
１６
日
　
宮
城
県

寄
居
町
Ｇ
・Ｇ
協
会
吉
田
　
玉

第
２５
回
ね
ん
り
ん
ビ
ッ
ク
に
初

め
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
総
合

開
会
式
は
、
イ
都
道
府
県
、
２０
政

令
市
か
ら
８
千
人
の
選
手
が
入
場

行
進
、

「明
る
い
未
来
へ
と
続
く

希
望
の
大
会
に
し
ま
す
」
と

「宮

城

・
仙
台
宣
言
」
を
力
強
く
唱
和

さ
れ
ま
し
た
。
２
日
日
、
Ｇ

・
Ｇ

大
会
は
、
会
場
を
七
ヶ
宿
町
に
移

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で

の
日
本
協
会
長
の
挨
拶
は
、

「今

日
は
勝
つ
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
入
れ
る
こ
と

で
す
」
の
一
言
で
、
緊
張
感
が
高

ま
り
ま
し
た
。

埼
玉
県
選
手
団
は
、
私
を
除
い

て
は
好
成
績
で
、
高
橋
保
之
さ
ん

（さ
い
た
ま
市
）
が
４
位
に
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
を
通
し
て
、

全
国
の
選
手
の
皆
さ
ん
と
和
や
か

に
、
楽
し
く
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し

た
こ
と
に
、
今
ま
で
に
な
い
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、

選
手
団
６
人
を
引
率
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
県
協
会
の
石
井
事
務
局

長
の
細
か
い
心
配
り
に
感
銘
い
た

し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
未
熟
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
大
会
参
加
で

し
た
が
、
関
係
者
の
皆
様
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
地
区
２
ｏ３
級
普
及
指
導
員

Ｇ
ｏ
Ｇ
研
修
交
換
大
会
に
参
加
し
て

杉
戸
町
Ｇ
・Ｇ
協
会

熊
谷
　
寿
弥

平
成
２４
年
１１
月
２５
日

ｏ
２６
日
の

２
日
間
、
東
京

。
有
明
の

『Ｔ
Ｆ

Ｔ
ビ
ル
』
及
び

『辰
巳
の
森
海
浜

公
園
』
に
て
開
催
さ
れ
、
１
都
７

県
か
ら
１
６
０
名
、
埼
玉
県
か
ら

‐５
名
の
参
加
で
し
た
。
１
日
目
は

午
後
か
ら
Ｔ
Ｆ
Ｔ
ビ
ル
の
研
修
室

に
て
、
『Ｇ

。
Ｇ
で
創
る
元
気
な

仲
間
』
と
題
し
て
、
順
天
堂
大
学

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
運
動
生
理

学
教
授

。
医
学
博
士
　
内
藤
久
士

先
生
の
講
演
が
、
１
時
間
半
に
も

お
よ
び
ま
し
た
。

こ
の
講
演
の
中
で
、

健
康
の
３
原
則
と
し
て
、

①
よ
く
食
べ
る

（暴
飲
暴
食
は
じ

な
い
）

②
楽
し
く
運
動
す
る

（自
分
に
適

し
た
運
動
）

③
よ
く
寝
る

（熟
睡
し
て
６
～
７

時
間
の
睡
眠
）

又
自
分
だ
け
の
楽
し
み
じ
ゃ
な

く
て
、
仲
間
を
楽
し
ま
せ
る
事
等

話
さ
れ
、
解
り
易
い
内
容
の
講
義

に
大
変
意
義
深
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

休
憩
後
、
都
協
会
の
３
氏
に
よ

る

『健
康

上
父
流

・
笑
顔
』
と
題

し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
で
終
了
、

夕
方
か
ら
の
懇
親
会
、
研
修
会
会

場
で
の
立
食
で
散
会
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
『辰
巳
の
森
海
浜

公
園
』
で
の
交
流
大
会
、
曇
り
が

ち
の
天
気
で
大
会
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
参
加
者
の
熱
意
で
和
気

あ
い
あ
い
の
中
進
行
し
て
終
了
、

閉
会
式
は
雨
の
為
中
止
と
な
り
昼

食
後
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
に
感
謝

さ
い
た
ま
市
Ｇ

。
Ｇ
協
会

大
岩
　
保
幸

朝
か
ら
晴
れ
間
も
の
ぞ
き
又
風

も
殆
ど
無
く
好
天
気
の
中
、
そ
う

か
公
園
多
目
的
運
動
広
場
で
埼
玉

県
Ｇ

。
Ｇ
協
会
役
員
大
会
が
大
勢

の
選
手
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
、

あ
ま
り
実
力
の
な
い
私
が
こ
の
大

き
な
大
会
で
優
勝
さ
せ
て
頂
き
フ

ロ
ッ
ク
と
は
言
え
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。

開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
を
始

め
御
来
賓
の
皆
様
よ
り
激
励
の
言

葉
を
頂
き
、
プ
レ
ー
ス
タ
ー
ト
、

さ
す
が
に
役
員
大
会
で
ル
ー

ル
は
し
っ
か
り
守
ら
れ
、

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
た

め
、
ポ
ー
ル
に
付
い

た
ボ
ー
ル
は
全
て
ナ

イ
ス
プ
レ
ー
で
気
持
ち
良
く
、
プ

レ
ー
は
遅
滞
な
く
進
行
し
、
そ
の

辺
り
が
私
自
身
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
の
量
産
に
繋
が

つ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

前
半
終
了
時
点
で
ス
コ
ア
３‐
で

上
が
り
後
半
ス
タ
ー
ト
の
時
、
こ

れ
か
ら
２
ラ
ウ
ン
ド
で
３
打
４
打

の
連
発
か
と
不
安
を
口
に
し
た
の

で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
か

ら
慌
て
ず
、
ゆ
っ
く
り
、
普
段
通

り
が
良

い
で
す
よ
と
ア
ド
バ
イ
ス

さ
れ
た
こ
と
が

一
番
大
き
な
勝
因

だ
と
思
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
恵

ま
れ
本
当
に
良
か

っ
た
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
、
感
謝
で

成績表 〈男子の部〉

〈女子の部〉

宮古島大会出場

大岩保幸

(さ いたま市)

山口 清 (伊奈町)
杉野輝勝 (松伏町)

芹澤延夫 (熊谷市)

古谷瑞江 (幸手市)

柿沼正子 (鴻巣市)

氏   名 スコア 市町村名
古 谷 瑞 江 72 幸 手 市

準優勝 柿 沼 正 子 73 鴻巣市
第 3位 石塚佐和子 74 幸手市
第 4位 高 島 優 子 74 草 加 市

第 5位 吉 田  玉 74 寄居町
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２
０
１
３
年

埼
玉
県
Ｇ
・Ｇ
新
春
交
歓
大
会

平
成
２５
年
１
月
２８
日
～
２９
日
、

雪
降
る
中
の
出
発
、
現
地
は
富
士

山
の
真
白
な
頂
き
を
見
な
が
ら
今

年
も
５
６
５
名
の
参
加
を
得
、
時

之
栖

。
裾
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
２
日

目
は
中
伊
豆
ワ
イ
ナ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
、

宿
泊
は
伊
東
サ
ン
ハ
ト
ヤ
、
大
会

は
団
体
戦
、
入
賞
は
男
女
３０
位
ま

で
、
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
有
り

で
楽
し
く
賑
や
か
で
し
た
。

マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
２
日

間
を
堪
能
し
、
ホ
テ
ル
の
懇
親
会

も
地
区
ご
と
の
出
し
物
に
笑
い
と

拍
手
喝
采
で
盛
り
上
が
り
、
健
康

と
発
展
を
祈
念
し
た
手
締

で
終
宴
し
ま
し
た
。
広
報

行
田
市
Ｇ

・
Ｇ
協
会

吉
野
　
エハ
郎

去
る
１０
月
６
日
行
田
市
Ｇ

。
Ｇ

協
会
主
催
の
行
田
市
Ｇ

・
Ｇ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
が
終
わ
り
前
班
組
の
プ

レ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
前

班
組
の
プ
レ
ー
中
、
後
班
組
は
、

皆
さ
ん
和
や
か
で
す
が
様
々
な
闘

志
を
燃
や
し
て
居
る
様
で
す
。
私

は
、
星
河
グ
ル
ー
プ
ー８
名
の
仲
間

で
、
い
つ
も
練
習
を
し
て
居
ま
す
。

そ
の
日
頃
の
成
果
が
充
分
に
発
揮

出
来
る
様
に
期
待
し
な
が
ら
待

っ

て
居
ま
し
た
。
す
る
と
、
前
班
組

の
終
了
の
合
図
が
あ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
私
達
後
班
組
の
プ
レ

ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
私

の
成
績
は
奮
わ
な
か
っ
た
。
１

・

２
ラ
ウ
ン
ド
共
平
凡
な
ス
コ
ア
で

前
半
は
終
了
し
ま
し
た
。

交
代
の
間
に
、
少
し
早
い
が
昼

食
を
し
て
後
半
に
掛
け
た
い
と
思

っ
た
。
そ
し
て
後
班
グ
ル
ー
プ
の

プ
レ
ー
が
始
ま
り
、
３
ラ
ウ
ン
ド

目
は
、
前
半
よ
り
良
い
ス
コ
ア
ー

で
終
わ
り
好
調
だ
。

最
後
の
４
ラ
ウ
ン
ド
ロ
、
最
初

の
ホ
ー
ル
は
先
ず
は
我
慢
、
そ
の

次
の
ホ
ー
ル
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

で
し
た
。
調
子
が
尻
上
が
り
な
の

で
、
密
か
に
連
続
を
狙
い
慎
重
に

打
っ
た
。
見
事
に
連
続
の
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
と
成
っ
た
。
そ
の
後
各

ホ
ー
ル
共
先
ず
先
ず
で
、
最
後
の

ホ
ー
ル
は
３０
ｍ
で
す
。

私
は
丁
寧
に
冷
静
に
狙
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
何
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
で
し
た
。
私
が
、
吃
驚
し
て
居

る
と
仲
間
が
、
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

だ
」
と
大
声
で
言

っ
た
。
私
は
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
達
成
し
た
の
だ

と
思

っ
た
瞬
間
に
身
震
い
し
て
居

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
か
ら

″
お
め
で
と
う
ク
と
言
わ
れ
握
手

ま
で
さ
れ
て
感
激
し
ま
し
た
。

夢
の
出
来
事
で
す
。
私
は
、
″
あ

り
が
と
う
ク
と
何
故
か
声
に
は
出

さ
な
い
が
叫
ん
で
居
ま
し
た
。
こ

れ
も
良
い
仲
間
と
楽
し
く
練
習
を

し
て
来
た
か
ら
だ
と
思
う
。
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
後

記

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
皆
様
に
は
元
気
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

広
報
誌
を
編
集
す
る
に
あ
た

り
、
皆
様
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
、

ご
投
稿
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
年
も
編
集
、
発
刊
に
関
す
る

ご
意
見
や
、
特
別
な
行
事
等
が
有

り
ま
し
た
節
は
、
ご
投
稿

（写
真

が
有
れ
ば
添

付
）
下
さ

い

ま
す
様
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

__林

上
尾
市
Ｇ

・
Ｇ
連
盟

長
野
　
瑞
夫

早
朝
の
羽
田
空
港
を
後
に
宮
古

島
へ
。
ｌ
日
目
ば
っ
し
ら
い
ん
大
会
に

参
加
、
名
門
コ
ー
ス
に
挑
戦
す
る

が
残
念
な
が
ら
７
名
と
も
メ
ダ
ル

獲
得
で
き
ず
。
夜
は
民
芸
酒
場
で

宮
古
島
Ｇ

・
Ｇ
協
会
の
温
か
い
歓

迎
会
に
参
加
し
他
県
の
方
々
と
親

睦
を
深
め
明
日
の
健
闘
を
た
た
え

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
。

２
日
目
南
部
忠
平
杯
宮
古
島
大

会
、
明
け
方
か
ら
の
激
し
い
雨
も

会
場
に
着
い
た
時
に
は
止
み
、
子

供
達
に
よ
る
歓
迎
の
舞
踊
を
受
け

大
会
が
開
始
さ
れ
た
。
Ｂ
グ
ル
ー

プ
の
我
々
埼
玉
選
抜
は
１
回
休
み

の
後
、
１
ラ
ウ
ン
ド
結
果
は
横
並

び
の
様
子
、
２
ラ
ウ
ン
ド
終
了
時

瀧
之
上
光
子
さ
ん
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
も
あ
り
埼
玉
県
選
抜
１
位
の
放

送
が
あ
り
、
「
最
終
ラ
ウ
ン
ド
も

頑
張
ろ
う
」
と
仲
間
で
声
を
か
け

合
い
試
合
に
臨
ん
だ
。
表
彰
は
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
団
体
の
部
３
位
入

賞
、
個
人
で
は
瀧
之
上
光
子
さ
ん

と
、
渡
辺
進
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
埼

玉
選
抜
チ
ー
ム
は
大
変
良
い
成
績

で
終
っ
た
。

３
日
目
は
島
内
観
光
、
美
し
い

エ
メ
ラ
ル
ド
の
海
を
見
な
が
ら
島

を
後
に
し
た
。

一
緒
に
参
加
し
た
皆
様
、
県
Ｇ
・

Ｇ

協

会
、

大
会

関
係

者

に
感
謝

い
た
し
ま

す
。
あ

り

が
と
う

ご

ざ

い
ま
し

た
。

ダイヤモンド賞

氏  名 市町村名

矢 島 ケ イ 子 ]]]Lr5

増 田 精 治 杉戸町

森 田 紀 子 熊谷市

芹 澤 延 夫 熊谷市

林   永  子 さいたま市
角 田  武 本庄市

新 城 節 子 上尾市

佐々木千代子 越谷市

氏   名 スコア 市町村名

優  勝 横 田 久 義 139 深谷市

準優勝 角 田  武 141 本 庄 市

第 3位 石 井 貞 雄 142 鴻巣市

第 4位 石 井 健 治 143 深谷市

第 5位 大 島 武 雄 145 本庄市

〈女子の部〉
団体戦

市町村名 スコア

優  勝 深  谷  A 361
準優勝 鴻 巣 400
第 3位 杉 F 405
第 4位 り|1 越  A 406
第 5位 富士見・狭山 406

氏   名 スコア 市町村名

優  勝 大 川 洋 子 44 幸手市

準優勝 高野シズ江 46 草加市

第 3位 越  光 子 47 さいたま市
第 4位 新 城 節 子 48 上尾市

第 5位 橋 本 悦 子 49 加須市


